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研究成果の概要（和文）：本課題においては、ドイツ語授業にどのような形でプロジェクト授業を導入することができ
るのか、その際の評価方法をどうするのかという点について研究と実践を重ねてきた。その結果、評価の観点と到達目
標を明示したルーブリック評価法を導入することが重要であるという結論に達した。その際、授業そのものの目標と授
業内プロジェクトの目標を一致させることが、より効果的なプロジェクト授業のために重要であることも判明した。

研究成果の概要（英文）：We held some practices and studies to determinate how we can introduce PBL into 
German classes and how we should evaluate each student in those class. Our conclusion is that the 
introduction of a rubric which specifies criteria for evaluation and sets goals of projects should be 
implemented. In this case, it is very important for effective PBL that we make the target of classes 
correspond with our PBL goals.

研究分野：外国語教育

キーワード： 外国語教育
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、研究代表者らによる日本独文学
会 2012 年度春期研究発表会ブース発表「「学
びを学ぶ」ドイツ語授業を目指して―自律学
習を促す３つの授業案」での報告が基礎とな
っている。ここで研究代表者らはプロジェク
ト授業を始めとする授業案を提示し、ドイツ
語授業における自律学習促進の方策を議論
した。また、研究代表者が研究分担者として
参加している平成 24〜26 年度科学研究費補
助金基盤研究(C)「データベースソフトを活
用した初修外国語授業における教材提示の
円滑化と授業の活性化」では、授業の補助ツ
ールとしてデータベースソフトウェアを活
用した教材提示ツール（以下、「ツール」と
する）を開発しており、一部は授業にも導入
されている。 
 プロジェクト授業における成績評価につ
いては齊藤・田原(2012)でその限界について
指摘されているものの、これについては喫緊
の課題として検討を継続して行っている。一
方で、田原・池谷・齊藤・神谷(2013)で示す
ように、ツール活用型授業についてはこれま
での予備的調査及び授業実践においてその
有効性が経験的及び実証的に明示されてい
る。 
 
２．研究の目的 
 本研究課題は、研究代表者らがこれまでに
取り組んできた種々のプロジェクトや実践
経験に基づき、諸言語の学習ツールの開発経
験のある教員の協力も仰ぎつつ、初修外国語
であるドイツ語の授業において有効な新規
性の高いプロジェクト授業の手法を開発し、
ルーブリック法による公平かつ明確な評価
方法の提案を行うことで、ドイツ語教育にお
けるプロジェクト授業普及の先導的役割を
担うことを目的とする研究プロジェクトで
ある。 
 初修外国語の授業においてはこれまでプ
ロジェクト授業が組織的に行われることは
ほとんどなく、意欲的な一部の教員が自らの
裁量内で授業に導入するのみである。一般的
に初修外国語の授業においては既習知識の
限界もあってプロジェクトそのものが小規
模にとどまらざるを得ないことも多い。しか
しながら、プロジェクト授業は学習者の自律
学習を促進させるためには非常に有効であ
る。自律学習を行う土壌を形成させることで、
当該外国語の授業のみならず大学における
「学び」そのものが充実し、学ぶことに対す
る意欲やモチベーションを高めることが可
能である。しかしながら上記のような理由に
よりこれまで初修外国語授業においては大
規模なプロジェクト授業がほとんど行われ
てこなかったのが現状であり、これを改善し
ていくことが大学での学びを充実させる第
一歩である。 
 本研究課題においては自律学習を促進さ
せるための携帯情報端末向けツールを活用

したプロジェクト授業のモデルを新たに開
発する。これまでに各教員がそれぞれの方法
でプロジェクト授業及びツール活用型授業
の研究と実践を行い、経験を積み重ねてきた。
これまでの研究および実践で培った理論と
経験に基づき、プロジェクト授業遂行の際に
生じる問題点やプロジェクト授業そのもの
の限界について徹底的に検討し、これらを改
善していくことで、プロジェクト授業の新た
な仕組みを段階的に創出していく。 
 また、プロジェクト授業を組織的に行う際、
どのようにして評価基準を設けるかという
重要かつ根本的な問題がある。従来、プロジ
ェクト授業の評価基準は明確に示されてお
らず、数値化されにくい。各教員が学習者の
貢献度や積極性などについて総合的に評価
することが多く、基準は曖昧なまま残されて
いることが多い。この評価方法に関する点が
プロジェクト授業のアキレス腱ともいえる
弱点である。成績評価に教員の主観が大きく
関わることは避けられず、公平性の観点から
みても組織的にプロジェクト授業を導入す
ることは難しい。本研究課題ではプロジェク
ト授業における評価方法の明確化を最重要
課題と位置づけている。この問題を解決する
ためにルーブリック評価法を新たに導入し、
実践と検討を重ねることで、この課題に対し
て意欲的かつ挑戦的に取り組んでいきたい
と考えている。 
 
３．研究の方法 
 プロジェクト授業について、研究代表者及
び研究協力者が連携し、各自の理論的・経験
的知識を基に高度に戦略的なプロジェクト
授業の素案を作成し、部分的にこれを授業に
導入する。併せて、授業の枠組みと併せてル
ーブリック評価法に基づく評価方法を設計
する。具体的なプロジェクト授業のプランと
しては、ツールを活用した授業外学習の成果
が直接的に授業内学習に有益に機能し、授業
内学習が授業外学習の促進を誘引するとい
うものであり、検討の余地はあるものの SNS
の活用も射程に入ってくる。プロジェクト授
業導入に際しては、明確な学習の指針を提示
するためにも、具体的な到達目標をシラバス
上で提示する必要があり、また、その目標を
達成するために必要な各要素についての到
達度をあらかじめ具体的に設定しなければ
ならない。そのために明確で熟慮されたルー
ブリック評価法に基づく評価方法を開発す
る。 
 平成２５年度上半期には、試験的に１授業
時間内におけるミニ評価をルーブリック評
価法に基づいて行う。これを複数のクラスで
行うことで、ルーブリック評価法の利点や留
意すべき点について経験を蓄積する。平成２
５年度下半期にはいくつかの授業において、
通常の評価方法に加えルーブリック評価法
による（裏の・仮の）評価を併せて行い、そ
れぞれの評価方法による成績のズレを検証



することで、新たな評価方法の設計及びその
導入に際しての留意点を検討する。 
 また、自らの授業内で実践と検討を重ねる
だけではなく、プロジェクト授業及び評価方
法の事例を集め、併せて検証する。事例収集
は各学会・研究会の口頭発表や論文集、報告
書によるものが中心となるが、各大学や初・
中等教育機関の授業視察も積極的に行う。具
体的には、慶応義塾大学や大阪大学などを計
画している。 
 ツール開発の面では、これまでに研究分担
者が開発・運用している英語学習のための
iOS 用単語学習ツールを基にドイツ語学習用
ツールを開発する。開発経験のある研究分担
者が中心となり、研究代表者及び研究協力者
らがドイツ語教育の面からツール設計を検
討し、専門的な観点から意見提供を行う。ま
た、ツールで使用するドイツ語データベース
の作成に着手する。データベースは将来的に
無料公開する計画であるので、データベース
作成にあたっては著作権に留意する必要が
ある。例文等も慎重に検証していく必要があ
るため、当初はツール作動確認を主たる目的
とする簡素なものする。 
 平成２５年度末までに、次年度に実施する
プロジェクト授業の概要と到達目標、評価方
法の詳細を詰め、次年度からの確実な運用を
目指す。また、教育系あるいはドイツ学系の
学会や研究会でこれまでの中間報告を行う
準備を開始する。中間報告は個人及びグルー
プによる口頭発表が中心となるが、一般報告
のみならず（独占的に１教室を長時間使用可
能な）ブース発表も視野に入れる。併せて、
外部から広く意見を得るためにも、実践報告
や研究ノートのカテゴリで各種媒体への投
稿も行う。 
 平成２５年度までに設計したプロジェク
ト授業と評価方法を実際の授業に本格的に
導入・実践するとともに、iOS 用学習ツール
のデータベースを充実させ、一般公開に向け
た準備を進める。前年度までの研究と実践に
基づき各学会や研究会で口頭発表を行い、そ
れに併せてツールの紹介と公開に向けた案
内を行う。平成２６年度末を目処にツールの
公開用データベースを完成させ、平成２７年
度には設計した授業プランや評価方法とと
もに一般公開を行い、無料配布していく。 
 データベースに関しては授業内学習の延
長の範囲内で理解力と応用力をつけるとい
う目的を果たすため、授業で用いる教科書あ
るいは配布プリントに合わせて設計する。デ
ータベース作成にあたっては必要に応じて
ネイティブチェックを実施する。 
 平成２６年度からプロジェクト授業を展
開していくが、評価方法が適正であるかどう
かについては随時チェックと修正が必要で
あるため、総括的な検討会を平成２６年度前
期授業終了後および後期授業終了後に行う。
また、中間的な検討会は１ヶ月に１回程度開
催し、細かな問題点や再検討の必要性がある

部分については随時修正する体制を整える。 
 本研究課題の完成年度である平成２７年
度は、平成２６年度までの経験と実践に基づ
き更に充実したプロジェクト授業を展開す
るとともに、本研究課題にかかる教育実践事
例の集約完了に向けての作業を行う。各種媒
体にて研究・実践の成果を公開していくとと
もに、日本独文学会での大規模なシンポジウ
ムあるいはワークショップ開催を視野に理
論と実践を蓄積していく。 
 また、本研究課題全体の総括のために科研
費の成果報告書を取りまとめるとともに、そ
れとは別にこれまでの口頭発表の内容や実
践報告・論文などで公開した各種事例などを
最終報告書として編集し、冊子及び電子媒体
として無料配布する。 
 
４．研究成果 
 平成 25年から 27年までの 3年間で行って
きた研究成果をもとに、ルーブリック評価お
よびそれに基づく評価の妥当性についての
分析および懸賞を行った。その過程で、そも
そもプロジェクト授業をどのように評価す
るのかという方法論について、また、自律学
習に基づくプロジェクト授業のあり方その
ものについての検証も行った。これらの一連
の研究および分析は、現在広く浸透しつつあ
るプロジェクト授業の妥当性について、経験
的および学術的にそれを根拠づけるもので
あるといえる。外国語領域におけるプロジェ
クト授業についてのこれまでの実践の多く
は英語に関するものであったが、本研究が初
修外国語であるドイツ語でこのような分析
と実践を行ったことで、プロジェクト授業の
妥当性がより明確になったものと考えてい
る。 
 本研究に際してデータベース型ツールを
活用するという計画も立案していたが、この
点については十分な実践を行うことができ
なかった。しかしながら、多様な方法で研究
代表者、研究分担者および研究協力者がプロ
ジェクト授業を実践し、そのデータを集積し
たことで、当初計画していた研究の大部分を
達成することができた。今回の研究において
未実践であるこれらの領域については、今後
の研究において引き続きこれを遂行してい
くとともに、今回の研究で得られた成果をさ
らに発展させていく計画である。 
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